
県内精神科病院で発生した大規模クラスター 

問題の検証と再発防止、本質的解決に向けて 
 

今年 7月、8月に新型コロナウイルスによる大規模なクラスター(集団感染)が、精神

科病院で相次いで発生した問題について、沖福連と自立生活センター・イルカの連名で、

県及び県議会へ緊急要請の文書が、9月 2日に提出されました。 

県議会への陳情は、10月 4日に文教厚生委員会で審議されましたが、精神科病院内

でどのようなクラスター対策が取られたのか、県外から DMAT（災害派遣医療チーム）の

支援を要請するほどの危機的状況が起きていたにもかかわらず、入院患者の家族にも県

民一般にも、透明性のある事実関係の情報公開はなく、どのような医療措置が必要であ

ったのか、再発防止のための具体的な検証の質疑・回答はありませんでした。 

 

精神科病院の医療体制を指導すべき県による関与はどうであったのか、10月 11日

に、玉城デニー知事に直接面談の上、保健医療部やクラスター対策班から経過を伺いま

したが、精神科病院から感染症専門医療機関への転院やゾーニングがほとんどできなか

った上に、ワクチン接種が追い付かず、感染が急速に広がり犠牲が拡大したこと、しかし

県による当該病院への立ち入り調査は、今もって行われていません。第三者委員会を設

置して、具体的な検証と再発防止策が求められています。 
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